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23

旧小松市役所（小松市立博物館提供）

（『北國毎日新聞』昭和15年12月1日より）

市制発足時の小松市域
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七
人
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年
こ
ろ
か
ら
起
こ

て
い
た
が

昭
和
十
四

年
に
七
尾
市
が
成
立
す
る
と
に
わ
か
に
機
運

が
高
ま
り

紀
元
二
六
〇
〇
年
を
期
し
て
実

現
に
至

た
の
で
あ
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時
あ
た
か
も
挙
国

一
致
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と
に
政
党
が
解
散
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大
政

制
移
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目
的
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国
防
国
家
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建
設

す
る
た
め
の
基
礎
強
固

自
治
体
を
結
成
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た

そ
の
実
『
市
制

施
行
上
申
書
』
で
は

都
市
計
画
の
推
進

し

く
り

う

工
場
誘
致

食
糧
増
産

商
工
会
議
所
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設
置

道
路
運
輸
施
設
の
充
実
な
ど
の
将
来

展
望
が
う
た
わ
れ
て
い
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行
政
規
模
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拡

大
に
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全
体
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総
合
的
発
展
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促
進
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産
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開
発
振
興
し
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住
民
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福
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増

進
し
よ
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と
す
る
も
の
で
あ

た
の
で
あ
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初
代
市
長
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小
松
町
長
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あ

た
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口

又
八
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就
任
し
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翌
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四
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日
に
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市

制
祝
賀
式
が
開
催

小
松
市
歌
も
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露
さ
れ

国
民
学
校
児
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青
年
団
・
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年
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ん
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校
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徒
の
提
灯
行
列
も
行
わ
れ
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市
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の
実
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と
と
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に

町
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わ
れ
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こ
れ
に
よ
り
泥
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川
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に

塗
師
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が
上
寺
町
に

高
堂
新
が
高
松
町

に

勘
定
が
東
山
町
に

鶴
ケ
島
・
鍛
冶
・

中
野
が
鶴
ケ
島
町
と
改
称
さ
れ
た（

山
本
吉
次
）

23 小松市民センターに掲げられている小松市歌の陶板

市制発足祝賀会（小松市立博物館提供）

初代小松市長の山口又八（『小松市制50周
年記念誌』より）

翼
賛
会
が
結
成
さ
れ
た
年
で
あ

た

な


